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参考１ ： 「かながわ避難者支援会議」構成団体 

１． 関係団体（法人、任意団体、企業、大学等）※あいうえお順 

・ＳＤＣハートマミーズ 

・神奈川県生活協同組合連合会 

・神奈川県立保健福祉大学 

・株式会社パソナ（ふくしま就職応援センター） 

・株式会社ファンケル 

・公益財団法人オリックス財団 

・公益社団法人神奈川県社会福祉士会 

・社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会 

・ソクラテスプロジェクト 

・東京地方税理士会 

・特定非営利活動法人神奈川災害ボランティアネットワーク 

・日本労働者協同組合連合会センター事業団神奈川事業本部 

（東日本大震災 支援・情報ステーション） 

・守りたい・子ども未来プロジェクト実行委員会 

・横浜市立大学 

・横浜弁護士会 

２． 行政 

・岩手県（復興局生活再建課相談支援担当） 

・宮城県（震災復興・企画部震災復興推進課） 

・福島県（生活環境部避難者支援課） 

・神奈川県内の市町村 

・神奈川県 

 

参考２ ： 第１回神奈川県主催の避難者相談会「東北きずなサロンｉｎふじさわ」の概要 

１． 日時 平成 25 年 5 月 26 日（日） 11 時から 14 時 

２． 場所 明治市民センター・公民館 

    神奈川県藤沢市辻堂新町 1-11-23（ＪＲ辻堂駅北口徒歩 5 分） 

３． 当社がサポートする内容 

◎栄養講座（神奈川県栄養士会との協業） 

◎昼食作り 

◎ハンドマッサージ 

◎青汁の試飲 

                                            など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社ファンケル 社長室 IR・広報グループ 担当：三澤 敬之・油井 紀理子 

ＴＥＬ：０４５-２２６-１２３０ FAX：０４５-２２６-１２０２ 
 


